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4
月
24
日
、
四
国
で
初
め
て
、
赤
十
字
の
災
害

救
護
の
後
方
支
援
拠
点
と
な
る
「
と
く
し
ま
赤
十

字
災
害
救
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
開
所
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
施
設
は
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
熊
本
地

震
等
で
現
地
に
出
向
い
た
救
護
班
か
ら
「
ス
タ
ッ
フ

の
休
憩
場
所
や
、
宿
泊
の
場
を
確
保
す
る
の
に
苦

労
し
た
。」
と
い
う
報
告
を
受
け
、
県
支
部
1
3
0

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
整
備
。
い
ざ
、
発
災

の
際
に
全
国
か
ら
派
遣
さ
れ
る
救
護
班
の
参
集
場

所
と
し
て
、
引
き
継
ぎ
等
の
た
め
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
や
男
女
別
仮
眠
室
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
が
完

備
さ
れ
て
お
り
、
円
滑
な
救
護
活
動
に
繋
げ
ま
す
。

　
式
典
に
は
、
飯
泉 

嘉
門 

支
部
長
を
は
じ
め
救
護

員
等
約
30
名
が
参
加
。
飯
泉
支
部
長
は
あ

い
さ
つ
で
、「
本
施
設
の
設
置
に
よ
り
赤
十

字
の
救
護
活
動
が
よ
り
一
層
強
固
と
な
り
、

県
民
一
人
一
人
の
心
に
寄
り
添
っ
た
活
動

を
し
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

平
時
は
、
こ
の
施
設
を
会
場
に
赤
十
字

の
各
種
講
習
会
を
予
定
し
て
お
り
、
心
肺

蘇
生
講
習
用
人
形
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
た
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
徳
島
県
本
部 

岡
田 

好
史 

代
表
に
、
支
部
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

テープカットする（右から）岡田代表と飯泉支部長、福田災害医療コーディネーター

「
災
害
救
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
オ
ー
プ
ン

～
四
国
初
！
全
国
8
カ
所
目
～

情報収集や引継ぎを行うミーティングルーム 簡易ベッドが展開された仮眠室

受付カウンター・奥は調理スペース 迅速な出動ができるよう整った救護医療セット

救護員の清潔・衛生を保つシャワールーム

赤十字クイズ !
Ｑ .�溺れている人を見つけたら
     どうする？
①大人を呼びに行く
②すぐ泳いで助ける
③何もしない

ページをめくって答えを見つけよう！

赤十字マスコットキャラクター
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一

　こ
の
領
収
証
は
大
切
に
保
存
し
て
下
さ
い
。

二

　本
票
を
も
っ
て
日
本
赤
十
字
社
徳
島
県
支
部
の
領
収
証
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

　す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

三

　右
記
取
り
ま
と
め
店
の
本
支
店
ご
利
用
の
場
合
は
手
数
料
免
除
と
な
り
ま
す
。

赤十字活動支援費領収証 振 込 ご 案 内 普　通　預　金　入　金　票 赤　十　字　寄　付　金

金　額

受取人

銀行 支店

　　　年　　　月　　　日
取扱店

（法人）

（振　込　人）

（個人）

日本赤十字社徳島県支部

取りま
とめ店

阿波銀行　鮎喰支店

徳島銀行　加茂名支店

ご
依
頼
人

住
所
・
氏
名 様

この領収証記載の金額は法人税法第37条第4項
の規定に基づく寄付金に該当します。

この領収証記載の金額は所得税法第78条第2項
第3号の規定に基づく特定寄付金に該当します。

金　額

受取人

金額

銀行
コード番号

支店

　　　年　　　月　　　日

　　年　　月　　日

現金

当店券

赤　十　字　寄　付　金　用

上記のとおり払込を取扱いましたからご通知
いたします。

徳島市庄町３丁目 12－1

（取りまとめ店→受取人） （取扱店→取りまとめ店）

日本赤十字社徳島県支部

日本赤十字社徳島県支部

取りま
とめ店

阿波銀行　鮎喰支店

徳島銀行　加茂名支店

阿波銀行　鮎喰支店
 （普） 0 2 3 3 3 0 4

徳島銀行　加茂名支店
 （普） 1 7 5 6 6 8 2

ご
依
頼
人

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

受
取
人

内

訳

出

納

印

ご
依
頼
人

住
所
・
氏
名

及
び
口
座
番
号

取
り
ま
と
め
店

（TEL:　　 - 　　 - 　　　）
様

〒 　  -

様

※ 百万 千 円 ※ 百万 千 円

※ 百万 千 円

円 検印

記帳

扱者

あなたも、赤十字活動支援費にご協力お願いします
南海トラフ巨大地震等の発生が懸念されている今日、災害救護活動をはじめとする赤十字の人道活動が停滞しないよう、皆様のご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

ぜひ、この機会に下の振込用紙（振込手数料は無料、金額は任意）で、お近くの阿波銀行、徳島銀行からご協力いただければ幸いです。

※ 赤十字への寄付金は、税法上の優遇措置が適用されます。 ※ この振込用紙は阿波銀行・徳島銀行の本店・全支店で使用できます。

赤十字では『苦しんでいる
人を救いたい』という誰も
が持っている想いを一人で
も多くの方が行動に移せる
事を願って、講習の普及に
努めております。

救急法	 166 回	 9,018 人
水上安全法	 5 回	 191 人
健康生活支援講習	 35 回	 2,333 人
幼児安全法	 13 回	 518 人
防災啓発プログラム	 14 回	 701 人
防災ひろば	 3 回	 236 人

救いたい想いを行動に 赤十字講習

運動会で元気に走る子どもたち

売り上げの一部が
赤十字活動に役立てられます！
　当支部では、企業や個人の方々のご協力
により、飲料購入を通して赤十字支援がで
きる「赤十字活動支援自動販売機」の設置
を進めています。
　この自動販売機は、売り上げの一部が、国
内災害救護、青少年赤十字、赤十字ボラン
ティア、国際活動等の事業に活用されます。
6月末現在、52 台を設置しています。
　企業や個人の方々の社会貢献活動の一環
として、ぜひ設置にご協力ください。

日本赤十字社徳島県支部　事業推進課　☎ 088 － 631－ 6000

平成 29 年度 実施状況
年間 236 回

12,997 人　受講

赤十字活動支援自販機
設 置 協 力 先 を 募 集 し て い ま す 。

《お問い合わせ先》
　　日本赤十字社徳島県支部　総務課
　　℡０８８－６３１－６０００

　
徳
島
赤
十
字
乳
児
院
は
、
子
育
て
の

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
24
時
間
体
制
で
乳

幼
児
を
養
育
し
て
い
る
、
県
内
唯
一
の

施
設
で
す
。
保
護
者
の
病
気
、
経
済
的

問
題
、
家
庭
環
境
の
不
安
定
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
庭
で
の
育

児
が
難
し
い
と
き
に
お
預
か
り
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
子
育
て
支
援
と
し
て
、
仕
事
や

家
庭
の
都
合
で
病
気
の
お
子
さ
ん
を

養
育
で
き
な
い
と
き
に
お
預
か
り
す

る
【
病
児
保
育
事
業
】
や
元
気
な
お
子

さ
ん
を
一
時
的
に
養
育
で
き
な
い
と

き
に
短
期
間
お
預
か
り
す
る
【
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
事
業
】
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
に
お
悩
み
を
感
じ
た
と
き
、

不
安
に
な
っ
た
と
き
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
に
ぜ
ひ
乳
児
院
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

あなたの「思い」を、お寄せください  

　
　
父
の
「
思
い
」
を
未
来
に
活
か
し
た
い

　
長
く
赤
十
字
へ
の
支
援
を
続
け
て
い
た
父
。

　
亡
く
な
っ
た
父
の
遺
品
整
理
を
し
て
い
た
と
き
、

一
つ
の
メ
モ
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
メ
モ
に
は
、

「
財
産
の
一
部
は
赤
十
字
に
寄
付
し
て
ほ
し
い
」
と
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
父
の
意
思
ど
お
り
、
遺
産
の
一

部
を
赤
十
字
活
動
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
徳
島
市
　
T
様
）

♥ チャリティーバザーや
　 コンサートなどの収益金の
　 ご寄付

♥「お見舞い」・「ご祝儀」・
　  「香典」等に対するお返し
　 に替えてのご寄付

♥ 遺言・相続財産の
　 ご寄付

赤十字への寄付は、
所得税・相続税控除の
対象となります。

赤十字クイズ !の答え　　①
救助しようとする人が溺れることがあるので、泳がないでの救助が最善です。
溺れている人から目を離さず大声で助けを呼びましょう！

～寄付者のことば～
知
っ
て
い
ま
す
か
？
県
内
唯
一
の
乳
児
院

知
っ
て
い
ま
す
か
？
県
内
唯
一
の
乳
児
院

赤十字講習のお申込受付中！

知
っ
て
い
ま
す
か
？
県
内
唯
一
の
乳
児
院

知
っ
て
い
ま
す
か
？
県
内
唯
一
の
乳
児
院

キ リ ト リキ リ ト リ



お申し込み・お問合せ：☎0885-32-2555（要予約）
受付時間：月曜日～金曜日　8時40分～17時 00分

　
徳
島
赤
十
字
ひ
の
み
ね
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
備
え
、
入
所
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
、
去
る
3
月
7
日
、「
障
が
い
者
支
援
施
設
ひ

の
み
ね
」
の
居
室
を
1
階
か
ら
2
階
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　
徳
島
県
の
津
波
浸
水
想
定
に
よ
る
と
津
波
は
地
震
発
生

か
ら
約
50
分
で
小
松
島
市
に
到
達
し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
1

階
は
浸
水
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
万
一
、
夜
間
に
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
1
階
の
入
所
者
50
名
を
津
波
到
達
ま

で
に
2
階
へ
避
難
・
誘
導
す
る
こ
と
は
、
訓
練
を
積
み
重

ね
て
も
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、今
回
の
改
修
工
事
で
、

安
全
・
安
心
が
大
き
く
前
進
。

　
入
所
者
の
村
上
哲
史
さ
ん
は
「
2
階
で
生
活
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
津
波
の
心
配
が
な
く
な
り
、
毎
日
安
心
し
て

楽
し
く
生
活
を
し
て
い
る
。
特
に
夜
の
不
安
が
な
く
な
っ

た
。」
と
終
始
笑
顔
で
語
り
、
他
の
入
所
者
の
方
々
も
安

心
感
に
満
ち
た
表
情
で
う
な
づ
い
て
い
ま
し
た
。

～
防
災
教
育
で
「
気
づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」
～

　

青
少
年
赤
十
字
（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）
加
盟
校
は
、
赤
十
字
防
災
教
材
「
ま
も

る
い
の
ち
ひ
ろ
め
る
ぼ
う
さ
い
」を
活
用
し
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ・ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ
Ｒ
Ｃ
高
校
生
協
議
会
を
始
め
と
し
た
様
々
な
場

で
防
災
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。「
気
づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」

と
い
う
態
度
目
標
の
も
と
、
児
童
や
生
徒
達
が
主
体
的
に
自
ら
の
身
を

守
る
た
め
の
知
識
や
行
動
力
を
養
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
Ｃ
研
究
推
進
校
の
国
府
小
学
校
で
は
、
地
域

で
発
生
し
や
す
い
災
害
を
想
定
。
災
害
時
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行
し
、
地
震
や
大
雨
に
よ
る
洪
水

で
避
難
す
る
際
に
、
命
を
守
る
た
め
、
自
分
に
何
が

で
き
る
か
を
考
え
る
力
を
育
む
防
災
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
徳
島
赤
十
字
病
院
は
昨
秋
に
完
成
し
た
西
棟
に
、
病
院
機
能

を
向
上
さ
せ
る
役
割
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。軽
症
の
外
科
手
術
、

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
な
ど
を
日
帰
り
で
行
う
「
日
帰
り
手
術

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
ほ
か
、
発
災
が
危
惧
さ
れ
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
等
の
津
波
対
策
に
、
西
棟
屋
上
を
地
域
住
民
の

皆
様
の
一
時
避
難
場
所
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

屋
外
に
避
難
階
段
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
新
設
し
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
－
Ｃ
Ｔ
や
最
新
機
器
に
更
新
し
た
リ

ニ
ア
ッ
ク
装
置
、拡
充
し
た
内
視
鏡
室
や
化
学
療
法
室
に
よ
り
、

が
ん
の
診
断
・
治
療
機
能
を
強
化
し
、
地
域
に
お
け
る
が
ん
医

療
の
充
実
に
努
め
ま
す
。「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
」
と
は
検
査
薬
を
静
脈
に

投
与
し
、が
ん
細
胞
に
目
印
を
つ
け
る
画
像
検
査
の
一
つ
で
す
。

全
身
を
一
度
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
、
従
来
の
検
査
に
比
べ
、

よ
り
小
さ
な
が
ん
の
発
見
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画

像
に
細
や
か
な
位
置
情
報
で
あ
る
Ｃ
Ｔ
画
像
を
組
み
合
わ
せ
た

Ｐ
Ｅ
Ｔ
－
Ｃ
Ｔ
検
診
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆がんを一度に見つけられる…頭部から大腿
部まで一度に撮影するので、複数のがん発
見やがんの広がりの把握に役立つ。  

◆身体への負担が少ない…検査薬注入（約 5
分）、安静（1 時間）、撮影（約 30 分）と
身体への負担は少なく、被ばく量は胃 X 線
検査と同程度。

◆より小さながんの発見に期待…PET‒CT は
決して万能ではありませんが、条件がよけ
れば 1 ｃｍ以下のがんの発見も期待。

◆良・悪性や進行の度合いを推定…良性・悪
性の区別、がんの進行度合い・がんの成長の
仕方や性質を推定が可能。

新たに導入された PET-CT

ペット

笑顔でくつろぐ入所者の皆さま

西棟の外観

～
徳
島
赤
十
字
病
院 

西
棟
完
成
～

高
度
医
療
と
防
災
で
更
な
る
貢
献

ＰＥＴ―ＣＴ検査の特徴

指導用のテキスト教材

防災教育を受ける国府小学校の児童

津波に備えて居室を二階へ
ひのみね総合療育センター

ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の

  

青
少
年
赤
十
字



＜日本赤十字社徳島県支部管内の赤十字施設をご案内します。＞

人間を救うのは、人間だ。 日本赤十字社 スローガン

・日本赤十字社徳島県支部事務局 徳島市庄町３丁目１２－１ TEL：０８８－６３１－６０００ 
・徳島赤十字ひのみね総合療育センター 小松島市中田町新開４－１ TEL：０８８５－３２－０９０３ 
・徳島赤十字障がい者支援施設ひのみね             同上 TEL：          同上

・徳 島 赤 十 字 乳 児 院 小松島市中田町新開２－２ TEL：０８８５－３２－０５５５
・徳  島  赤  十  字  病  院 小松島市小松島町字井利ノ口103 TEL：０８８５－３２－２５５５
・徳島県赤十字血液センター 徳島市庄町３丁目１２－１ TEL：０８８－６３１－３２００

＜日本赤十字社徳島県支部管内の赤十字施設をご案内します。＞

人間を救うのは、人間だ。 日本赤十字社 スローガン

・日本赤十字社徳島県支部事務局 徳島市庄町３丁目１２－１ TEL：０８８－６３１－６０００ 
・徳島赤十字ひのみね総合療育センター 小松島市中田町新開４－１ TEL：０８８５－３２－０９０３ 
・徳島赤十字障がい者支援施設ひのみね             同上 TEL：          同上

・徳 島 赤 十 字 乳 児 院 小松島市中田町新開２－２ TEL：０８８５－３２－０５５５
・徳  島  赤  十  字  病  院 小松島市小松島町字井利ノ口103 TEL：０８８５－３２－２５５５
・徳島県赤十字血液センター 徳島市庄町３丁目１２－１ TEL：０８８－６３１－３２００

Q. 献血は何歳から？
A.400mL 献血は

あなたの優しさで、
　　　　　　　　　繋がる命の輪

学生献血推進ボランティア活動始動 !

学生献血推進ボランティアを募集しています

マチ   アソビでケツエキ   アツメ

17歳から
男性

18歳から
女性

成分献血は、男女とも 18 歳から
　　　　　　　　　　　　　ご協力いただけます！

まだ少し肌寒さを感じる3月17日、青少年赤十字（JRC）
加盟高等学校6校から JRCメンバー33名が集結し徳
島駅前で「JRC春の献血キャンペーン」を実施しました。

参加したJRCメンバー
は自作の看板を掲げ、
寒さも吹き飛ばす元気
な声で通行する人々へ
献血の協力を呼びかけ
ていました。

（元気いっぱい！）

春は、気温の変化などで体調を崩しやすく献血の協力が少なくなりがち。そん
な状況を少しでも改善すべく、徳島県の大学生で構成される献血推進団体「徳
島県学生献血ボランティア」による「春の献血キャンペーン」が4月28日、

フジグラン北島で開催されました。
キャンペーンには1年生も参加。初めての活
動に緊張していましたが、徐々に緊張もほぐれ、
笑顔で献血への協力を呼びかけていました。

（つながるハート♪）

もはや阿波踊りにつぐ徳島のイベントといっても過言ではない「マチ★アソ
ビ」。5 月に開催された「マチ★アソビ vol.20」に、今回も「マチ★アソビ献血」
を掲げ参加しました。献血者さんの中には「マチ★アソビでの献血を習慣にし
ている」と言ってくださる方も多く、
献血者さん同士で「前回もあなたのこ
と見かけたよ !」なんて会話も。献血
後は、「また10月に !」と笑顔で再会
の約束を交わしていました。

年々減り続けている10代〜20代の献血者。この現状に歯止めをかけるべく、
同世代の立場から献血を呼びかけているのが「学生献血推進ボランティア」です。
そんな学生献血推進ボランティアにあなたもなってみませんか？キャンペーンの企画を考えたり活動中
に使用するボードやパネル、ブースの飾りつけを制作したり…みんなで熱く、楽しく活動しています！
学校のサークルとのかけもちもOK！県内の他大学の学生はもちろん、同じ活動をしている全国の
いろんな大学や専門学校の学生との出会いも！
学生献血推進ボランティアに興味のある方は、血液センターまで♪

4月 1日から、血液センターのホームページを全面リニューアルいたしました！デ
ザインも一新！マルチデバイス対応、スマートフォンやタブレットからも見やすくな
りました。

献血バスの運行スケジュールやキャンペーンの情報などなど…これからも、みなさま
にとって活用しやすいホームページとなるように、継続して更新してまいります。今
後ともよろしくお願いいたします！

4月1日から、探血バ
ス “宝くじ号” の運行
を開始しました。
快適な車内空間で、献
血してみてはいかがで
しょうか？

移動採血の予定については、ホームページの
献血バス運行状況をご覧ください。

（宝くじ号）URL : https://www.bs.jrc.or.jp/csk/tokushima/

「思いもしなかった“白血病”という病気になって、
約5ヶ月になります。
その間に、皆様がしてくださった献血のおかげ
で、輸血ができ何度も助けられました。感謝し
ています。」※メッセージより一部抜粋
患者様からのメッセージは、献血ルームアミコ・献血バスにて展示しています。

笑顔でつなく命

“ありがとう”
　　　　　 のメッセージ

（52 歳 女性）

Facebook も
更新中 　

最新の情報をお届け！

ホームページが新しくなりました ! 献血バスが
　　　新しくなりました !!

（宅外派遣活動中 !）

また 10 月

   に会いましょう !!

また、
　　マチ   アソビで

検索徳島県赤十字血液センター


